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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月23日(2010.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）プロモーター；および
（ｂ）プロモーターと動作可能なように連結されている核酸
を含むポリヌクレオチドであって，ここで核酸は，
（ｉ）配列番号３８の少なくとも最初の５９アミノ酸残基を含み，配列番号３８の最初の
３８０アミノ酸より短く，ここで、配列番号３８の最初のアミノ酸残基はバリンであるか
，または配列番号３８の最初のアミノ酸残基はメチオニンで置換されている改変型Ａｃｔ
Ａ；および
（ｉｉ）異種抗原
を含む融合蛋白質をコードする，
ことを特徴とするポリヌクレオチド。
【請求項２】
改変型ＡｃｔＡは，配列番号３８のアミノ酸１－１００を含み，ここで，配列番号３８の
最初のアミノ酸残基はバリンであるか，または配列番号３８の最初のアミノ酸残基はメチ
オニンで置換されている，請求項１に記載のポリヌクレオチド。
【請求項３】
改変型ＡｃｔＡは，コフィリンホモロジー領域（ＫＫＲＲ）（配列番号２３），およびリ
ン脂質コア結合ドメイン（ＫＶＦＫＫＩＫＤＡＧＫＷＶＲＤＫＩ）（配列番号２０）から
なる群より選択される少なくとも１つのドメインの、ドメイン中の不活性化変異，ドメイ
ンの欠失，またはドメインの前でのトランケーションを含む，請求項１に記載のポリヌク
レオチド。
【請求項４】
改変型ＡｃｔＡは，ＡｃｔＡの４つすべてのプロリンリッチドメイン（ＦＰＰＰＰ，ＦＰ
ＰＰＰ，ＦＰＰＰＰ，ＦＰＰＩＰ）（配列番号２１，配列番号２２）を含む，請求項３に
記載のポリヌクレオチド。
【請求項５】
プロモーターはａｃｔＡプロモーターである，請求項１－４のいずれかに記載のポリヌク
レオチド。
【請求項６】
異種抗原は，癌細胞，腫瘍，または感染性因子からのものであるかまたはそれに由来する
，請求項１－５のいずれかに記載のポリヌクレオチド。
【請求項７】
異種抗原はヒトメソセリンである，請求項６に記載のポリヌクレオチド。
【請求項８】
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異種抗原は，そのシグナルペプチド領域，そのＧＰＩアンカー領域，またはそのシグナル
ペプチドとＧＰＩアンカー領域との両方を欠失したヒトメソセリンの誘導体である，請求
項６に記載のポリヌクレオチド。
【請求項９】
異種抗原はヒトＰＳＣＡである，請求項６に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１０】
異種抗原は，
（ａ）　そのシグナルペプチド領域の一部または全部；
（ｂ）　そのＧＰＩアンカー領域；または
（ｃ）　そのＧＰＩアンカー領域およびそのシグナルペプチド領域の一部または全部，
を欠失しているヒトＰＳＣＡの誘導体である，請求項６に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１１】
請求項１－１０のいずれかに記載のポリヌクレオチドを含むプラスミド。
【請求項１２】
請求項１－１０のいずれかに記載のポリヌクレオチドを含むＬｉｓｔｅｒｉａ細菌。
【請求項１３】
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅである，請求項１２に記載のＬｉｓｔｅｒ
ｉａ細菌。
【請求項１４】
細胞から細胞への拡散，および／または非食細胞中への侵入について減弱化されている，
請求項１３に記載のＬｉｓｔｅｒｉａ細菌。
【請求項１５】
ａｃｔＡ欠失変異体またはａｃｔＡ挿入変異体である，請求項１４に記載のＬｉｓｔｅｒ
ｉａ細菌。
【請求項１６】
Ｌｉｓｔｅｒｉａ細菌はそのゲノム中に該ポリヌクレオチドを含む，請求項１２－１５の
いずれかに記載のＬｉｓｔｅｒｉａ細菌。
【請求項１７】
該ポリヌクレオチドはゲノム中の病原性遺伝子中にインテグレートされており，ここで，
ポリヌクレオチドのインテグレーションは：
（ａ）　病原性遺伝子の発現を混乱させるか；または
（ｂ）　病原性遺伝子のコーディング配列を混乱させる，
ことを特徴とする，請求項１６に記載のＬｉｓｔｅｒｉａ細菌。
【請求項１８】
病原性遺伝子はｐｒｆＡ依存性遺伝子ａｃｔＡまたはｉｎｌＢである，請求項１７に記載
のＬｉｓｔｅｒｉａ細菌。
【請求項１９】
請求項１２－１８のいずれかに記載のＬｉｓｔｅｒｉａ細菌を含むワクチン。

                                                                      


	header
	written-amendment

